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１．必要に応じた倫理的配慮を行った上で、立案した計画に沿って必要なデータや情報類を収集することができる。
２．選択した方法についての留意点や注意事項を理解することができる。
３．必要に応じて研究フィールドの調整を行い、主体的に研究課題に取り組むことができる。
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３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していけ
る研究能力を身につけている。

６．看護実践の場における看護専門職者や看護学生に対する教育能力を修得している。

必要時に提示する。

専門科目

【到達目標１について】
・ゼミナールや担当教員等の指導を受け、計画の実施における様々な倫理的配慮について再検討し、必要に応じて研究倫理審査を受審す
　る。倫理審査を受審した際は「承認」が得られるまで、研究計画や倫理的配慮についての検討と申請書の修正を行う。
・計画に沿って必要な情報類を、指導教員等からの助言を受けながら収集する。

【到達目標２について】
・課題研究を遂行する上での様々な留意点や選択した方法の注意事項について、指導教員等の助言を受けて理解していく。

【到達目標３について】
・課題研究を遂行する上で必要となる様々な調整について、積極的かつ主体的に行動する。
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計画実施の前には、研究倫理審査を受審し、研究を遂行する者としての姿勢も育成する。
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  課題研究の実施にあたり、倫理的側面についても検討し、研究を遂行する者としての倫理観を醸成する。また、課題研究計
画を実施しするために必要な専門的かつ具体的な知識や技術を修得する。
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参考書等

課題研究に取り組むにあたり、自ら行動する主体的な姿勢を期待します。
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